
【注意喚起】夏の観光シーズンにおける防犯対策 

 

 

ポイント 

●夏の観光シーズンに入り観光地などで旅行者等がスリ、置き引き、強盗、車上

荒らし等の犯罪被害に遭う事案が増えています。 

●公共交通機関においても、車内やホーム・停留所において犯罪に巻き込まれる

事案が発生しています。 

●「目立たない」、「行動を予知されない」、「用心を怠らない」という安全の三原

則に留意して、防犯対策を心がけてください。 

 

本文 

 

  夏の観光シーズンには観光地などで旅行者等を狙った犯罪や事件が増加す

る傾向にあります。特に、スリ、置き引きといった窃盗事件や車を狙った車上荒

らし等は後を絶ちません。また、通りすがりの人に対する暴力や公共交通機関な

どでも事件が発生しており注意が必要です。 

 「目立たない」、「行動を予知されない」、「用心を怠らない」という安全の三原

則に留意し、以下のような点に注意をしながら防犯対策を心がけてください。 

 

１ 防犯対策 

（１）車上荒らし・強盗 

ア 短時間であっても車内の見えるところにバッグや荷物を放置したまま

車から離れない。 

イ ガソリン給油中は必ず車の鍵を掛ける。また、給油は可能な限り日中

の明るい時間帯に行う。 

（２）スリ・置き引き 

ア 人混みの中では所持品から目を離さず、常に周囲の状況に注意する。 

イ 高額な現金・時計や貴金属は持ち歩かない。 

ウ 目立つ服装は避ける。 

エ 財布やパスポートなどの貴重品は必要最低限とし、分散して所持する。 

オ ホテルのロビーやレストラン等で貴重品の入ったポーチや鞄を席に置

いたまま離れない。スマートフォンや貴重品をテーブルの上に放置しな

い。 

カ バッグ類はボタンやファスナーを閉め、前に掛けるか脇に持つ。また

ズボンの後ろに財布等貴重品をいれない。 



キ 見知らぬ人に声をかけられても、手荷物や貴重品は体から離さず注意

する。 

（３）ホテル 

ア 外出する際は貴重品をセーフティボックスに保管する。 

イ 部屋に入ったら鍵とともにチェーンロックもかける。 

ウ ドアをノックされても安易に扉は開けず、必ず相手が誰かを確認する。

不審な点があればフロントに連絡して確認する。 

（４）歩行中 

ア （歩行者を追い越した際やすれ違った際に突然殴られるという事件が 

発生していることから、）人とすれ違う際や追い越しをする際には出来る

だけ他の歩行者と一定の距離（目安としては片腕の長さ分の距離）を保つ

よう注意する。 

イ イヤフォンを着けたままの移動、歩きながらの携帯電話の操作は周囲 

への警戒が緩みやすいので避ける。 

 

（５）夜間 

ア 夜間の外出は極力避ける。外出せざるを得ない場合は複数人でタクシー

やライドシェアサービスを利用して移動する。また、人通りの少ない場所

は避ける。 

イ 見知らぬ人から声をかけられたら用心する。また、飲み物や食べ物は受

け取らない。 

 

２ 公共交通機関・自動車運転時 

（１） 公共交通機関を利用する際は、夜間・早朝の利用は極力避け、利用する

場合には可能な限り複数人で乗車する。 

（２） 公共交通機関では車内のみならず、ホームや停留所においても周囲の状

況に注意する。 

（３） ライドシェアサービスを利用する場合は、乗車前に必ずライセンスプレ

ート及び運転手の情報を予約内容と照合する。白タクは利用しない。また、

降車する際は車内に忘れ物がないか確認する。 

（４） アリゾナ州では、同じ道を走っていても制限速度が頻繁に変わる上、ひ

らけた土地柄のためスピードを出しがちになる一方で、警察の取り締まり

も多いことから、速度標識に注意し安全運転を心がける。 

 

３ 被害にあった場合 

（１）万が一、被害にあった場合には、最寄りの警察署で被害届を提出し、ポリ



ス・レポートを入手する。（注：ポリス・レポートは保険請求やパスポート

の再発給にあたり必要になります。） 

（２）事件やトラブルに巻き込まれ緊急の場合には、躊躇せずに９１１（警察・

消防・救急）へ通報する。（注：「Japanese Please(ジャパニーズ プリー

ズ)」等伝えれば、日本語話者に対応してもらえる場合があります。） 


